
等
が
行
わ
れ
る
べ
き
行
政
機
関
等
が
当
該
申
請
等

を
行
っ
た
者
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
を
別
に
定

め
る
場
合
は
、
本
文
に
規
定
す
る
措
置
に
代
え
て

当
該
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
七
条
第
四
項
に
規
定

す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
処
分
通
知
等

に
係
る
情
報
に
電
子
署
名
を
行
い
、
当
該
電
子
署

名
に
係
る
電
子
証
明
書
を
当
該
処
分
通
知
等
に
併

せ
て
行
政
機
関
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に

備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
こ
と
又
は
第

七
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
措
置
を
行
う
こ
と
を

い
う
。

３

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
九
条
第
三
項
に
規
定

す
る
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
で

あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
作
成
等
に

係
る
情
報
に
電
子
署
名
を
行
い
、
当
該
電
子
署
名

に
係
る
電
子
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
を
い
う
。

﹇
章
名
を
削
る
。﹈

第
三
章

雑
則

（
手
続
の
細
目
）

（
手
続
の
細
目
）

第
十
三
条

﹇
略
﹈

第
五
条

﹇
同
上
﹈

附

則

こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の

簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
法
人
企
業
統
計
調
査
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

法
人
企
業
統
計
調
査
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
大
蔵
省
令
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
二
第
一
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
財
政
融
資
資
金
出
納
及
び
計
算
整
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

財
政
融
資
資
金
出
納
及
び
計
算
整
理
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
大
蔵
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
財
務
省
関
係
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
」
を
「
財
務
省
関
係
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」に
、「
第
三
条
」

を
「
第
四
条
」
に
改
め
る
。

（
民
間
給
与
実
態
統
計
調
査
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

民
間
給
与
実
態
統
計
調
査
規
則
（
昭
和
三
十
年
大
蔵
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
五
第
一
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
三
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
る
。

（
国
の
庁
舎
等
の
使
用
調
整
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

国
の
庁
舎
等
の
使
用
調
整
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
五
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
二
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
大
蔵
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
八
十
七
条
の
二
第
九
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
情
報
通
信
利
用
法
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」に
、

「
第
二
条
第
五
号
」
を
「
第
三
条
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
二
条
第
一
項
中
「
情
報
通
信
利
用
法
第
二
条
第
三
号
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
三
条
第
五
号
」

に
、「
情
報
通
信
利
用
法
第
二
条
第
六
号
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
三
条
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
情
報
通
信
利
用
法
第
二
条
第
四
号
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
三
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
三
条
第
一
項
中
「
情
報
通
信
利
用
法
第
二
条
第
七
号
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
三
条
第
九
号
」

に
改
め
る
。

第
百
三
十
四
条
第
一
項
中
「
情
報
通
信
利
用
法
第
二
条
第
九
号
」
を「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
三
条
第
十
一
号
」

に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
宿
舎
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

国
家
公
務
員
宿
舎
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
大
蔵
省
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
四
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
二
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
る
。

（
契
約
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

契
約
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
大
蔵
省
令
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
第
四
十
九
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
第
四
十
九
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中
「
第
四
十
九
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

〇
財
務
省
令
第
三
十
八
号

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効

率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
元
年
法
律
第
十
六
号
）
等
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
財
務
省
の
所
管
す
る
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た

め
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び

効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
財
務
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及

び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
財
務
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
日
本
銀
行
国
庫
金
取
扱
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

日
本
銀
行
国
庫
金
取
扱
規
程
（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九
十
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
四
第
一
号
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
国
有
財
産
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
有
財
産
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
三
年
大
蔵
省
令
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
五
中
「
第
四
十
条
」
を
「
第
三
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
六
中
「
第
四
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
日
本
銀
行
の
歳
入
金
等
の
受
入
に
関
す
る
特
別
取
扱
手
続
の
一
部
改
正
）

第
三
条

日
本
銀
行
の
歳
入
金
等
の
受
入
に
関
す
る
特
別
取
扱
手
続
（
昭
和
二
十
四
年
大
蔵
省
令
第
百
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
八
項
第
一
号
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。


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